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世界的に規制がかかる有機溶剤系からの脱却

洗浄工程のボトルネックと世界的規制 作業効率の飛躍的向上と新分野開拓

作業効率向上と新分野への足掛かり

　本事業では、有機溶剤系洗浄機を廃し、新たに炭化水素系洗浄機へ入

れ替え導入を行った。

　有機溶剤系洗浄液は洗浄液の劣化・洗浄品質の低下が早い為、経験を

積んだ専任の担当者が常駐して監視しながら、手作業で洗浄する製品を

投入・取り出しする必要があったが、炭化水素系洗浄液は洗浄器内で蒸

留再生する事で洗浄品質を保つことができ、監視も不要となり、製品は

自動で投入・取り出しが可能となった。その為、洗浄工程の大幅な効率

化・人員配置の見直しが実現し、メンテナンスなどのランニングコストを

半減する事が出来た。

　また、有機溶剤系洗浄液で

は参入が難しかった分野への

本格的な進出が可能となり、

新たな市場開拓に繋がった。

　金属プレス加工においては、油膜によって金型と製品材との摩擦を低減さ

せ、加工工程における傷・割れ・焼き付きなどを防ぐ「加工油」が品質維持の

為に必要不可欠なものである。出荷時には油分の完全除去を求められるため、

当社では有機溶剤系洗浄機を使用して脱脂処理を行っていた。

　しかし、有機溶剤系洗浄機では複雑な形状や微細な絞り製品においては

完全に脱脂する事が難しく、洗浄時間や回数を増やす必要があり、工程のボ

トルネックとなっていた。

　また、産学官連携で開発を進めている医療機器・レーザー関連機器分野の

高付加価値製品やグリーン調達をしている企業の製品においては、人体や環

境への影響が大きい有機溶剤系洗浄液の使用が認められておらず、世界的に

も規制強化の動きがある。開発中の高付加価値製品については手洗いで対

応するなど、作業効率が非常に悪く量産体制の構築が難しい為、洗浄工程の

刷新が急務となっていた。
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事業の背景 事業の成果

　当社は、終戦後の昭和24年に創業した鎌田製作所を前身にもち、昭和34

年に設立された。金属プレス・薄板加工を主体とし、各種試作開発、金型再生

などの金属加工において総合的に事業を展開。現在はプレス加工事業に次ぐ

主力事業として自社独自の製品開発に注力し、サプライヤーではなくメーカー

としての事業展開を目指している。

　基本理念として「温故知新」を掲げ、潜水艦乗務員であった創設者から、戦

時中の困窮した物資状況の中で創意工夫を凝らした挑戦・不屈といった技術

者のDNAを継承し、現在も「ダイワマンダラ」という形で会社理念として時代

に合わせた進化を続けている。

挑戦・不屈の技術屋魂を受け継ぐ
ダイワ精密プレス株式会社の概要

　当社では「寧楽（ネイラック）システム」と称し、永年培ってきた技術力・開発

力・創造力を駆使し、顧客の様々なリクエストに応える受注システムを構築し

ており、その一環として、「金型医療診断サービス」を展開している。

　昔から他社の金型移管の相談を受ける事が多く、新たな技術開発と並行し

て、既存の顧客技術・生産業務を止めず、業界貢献になるよう、金型移管など

についての相談サービスを事業化した。出自が不明な金型の分析・修復・調

整・リノベーションや移管金型の受け入れ等、他社が敬遠しがちな金型の困り

事についての全般的なサポートを事業内容としている。

金型についての相談サービス
ダイワ精密プレス株式会社の新事業

　当社では、付加価値の高い「絞り加工」の技術革新を進めている。通常の絞

り加工では一方向しか加工できないが、当社独自の３D絞り加工技術「大仏絞

り」では、縦・横・斜め等、自由自在に３D形状を作ることが出来、３Dプリンタ

ー代わりに試作から量産まで対応できる技術として提案している。

　また、あらゆる金属やゴムへのプレス加工が可能であり、特殊材への対応力

は業界トップクラスであると自負している。

独自技術「3D絞り加工」と特殊材対応
ダイワ精密プレス株式会社の技術

取扱い可能な特殊材

タンタル、チタン、TAMAC、C5191-H、NBR、
エポキシガラス、モリブデンナイロン、ステンレス全般、42アロイ、
インコネル、モリブデン、CFRP、洋白C7681、ハイテン材、他

ダイワ精密プレス 株式会社
業 種 分 類 電気機械器具製造業

（1）金属プレス用金型の設計及び製作
（2）試作金型～試作品まで
（3）一般プレス加工
（4）各種省力化自動機の設計・製作
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